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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠位端の先端近傍に孔を備え、該遠位端を、処置具チャンネルを介して内視鏡の先端に
送達し突出または露出させることが可能な内視鏡用カテーテルであって、該孔が、洗浄液
を吐出しかつ排液を吸引し、そして該カテーテルの内径よりも小さい直径を有し、複数存
在し、
　前記孔が、前記内視鏡のカメラの視線方向に対して直角の方向に洗浄液を吐出するよう
に構成されており、
　前記先端近傍が円柱形状を有し、前記孔は前記円柱形状の外周に沿って１周あたり３～
１２個、２～４周にわたって設けられており、
　１周同数の孔が隣り合う１周同数の孔と１周毎に外周に沿って所定の角度ずれるように
配置されている、カテーテル。
【請求項２】
　前記内視鏡が軟性内視鏡である、請求項１に記載のカテーテル。
【請求項３】
　前記カテーテルの遠位端の先端近傍にエネルギー素子をさらに備える、請求項１または
２に記載のカテーテル。
【請求項４】
　前記エネルギー素子が、高周波、ラジオ波、マイクロ波、超音波およびレーザー光から
なる群より選択される少なくとも１つを発する、請求項３に記載のカテーテル。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄、吸引、切開、焼灼、凝固止血、排煙などの多機能を発揮する内視鏡用
カテーテルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　臨床各科においては、様々な病態に対して、診断、治療効果の判定、治療方針の決定な
どを目的とする体腔内の直接観察、および処置が行われる。従来、これらは開腹あるいは
開胸という侵襲の大きなアプローチで行われていた。しかし、近年の内視鏡下手術器具の
普及に伴い、より切開創の小さな腹腔鏡や胸腔鏡などの内視鏡下で行われるようになって
きた。
【０００３】
　例えば、内視鏡下手術において切開や焼灼を行う場合、通常電極鉗子を用いる。この場
合、処置対象となる粘膜表面を切開または焼灼する前に洗浄し、切開中または焼灼中に電
極鉗子や周辺組織に付着した焼灼片を洗浄・除去することが望まれる。しかし、現在の内
視鏡の処置具チャンネルを介して用いられるデバイスは、切開や焼灼時の想定外の出血ま
たは発煙に対して、処置性が低い。例えば、想定外の出血に対しては、内視鏡レンズ面を
血液に漬け、鉗子口から血液を吸引する。この方法では、内視鏡レンズを血液に漬けるた
め、吸引の間、内視鏡の視野が失われ、その結果、迅速な止血操作が困難になるという問
題がある。切開や焼灼に伴う発煙も、内視鏡の視野を妨げるが、現在のデバイスでは効率
よく排煙できない。
【０００４】
　現在使用されている内視鏡用カテーテルは、単にチューブを切断したものにすぎず、そ
のまま使用すると、吸引すべきでない粘膜や組織、臓器なども一緒に吸引してしまう。ま
た、このようなデバイスは吸引孔が１つしかないため、同孔が何らかの組織の誤吸引によ
って閉塞すると、以後の吸引操作が不可能となってしまう。さらに、このようなデバイス
はほとんどの場合、単機能である。したがって、洗浄、吸引などの処置・操作に必要な器
具は、その都度、処置具チャンネルを介して交換しなければならないため操作が煩雑とな
り、術者への負担が大きく、器具のコストも高くなり、処置・操作時間も長くなるという
問題がある。
【０００５】
　内視鏡用デバイスに種々の機能を付与することが検討されている。例えば、特許文献１
には、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される電気絶縁性のシース内に、シースの手
元側からの操作によってシース先端から前方に突没する高周波電極を設け、高周波電極を
囲む空間を送水路として用い、シース先端から水を噴出する装置が開示されている。特許
文献２には、特許文献１のシース先端から水を噴出する装置の改良型が開示されている。
特許文献３には、洗浄用の注水機構を設けた高周波電極からなる止血具が開示されている
。しかし、これらの装置は、吸引のために他のデバイスを使用する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平６－２９２６８５号公報
【特許文献２】特開２００６－１８７４７４号公報
【特許文献３】特開２００２－１２５９８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、洗浄、吸引、切開、焼灼、凝固止血、排煙などの多機能を発揮し得る内視鏡
用デバイスを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、遠位端の先端近傍に孔を備える内視鏡用カテーテルを提供し、該孔は、該カ
テーテルの内径よりも小さい直径を有し、複数存在する。
【０００９】
　１つの実施態様では、上記内視鏡は、軟性内視鏡である。
【００１０】
　１つの実施態様では、上記先端近傍は円柱形状を有し、上記孔の数は該円柱形状の外周
に沿って１周あたり３～１２個である。
【００１１】
　１つの実施態様では、上記カテーテルは、上記先端近傍にエネルギー素子をさらに備え
る。
【００１２】
　１つの実施態様では、上記エネルギー素子は、高周波、ラジオ波、マイクロ波、超音波
およびレーザー光からなる群より選択される少なくとも１つを発する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡用カテーテルは、遠位端の先端近傍に備えられた、カテーテルの内径よ
りも小さい直径を有する複数の孔を通して、処置対象となる管腔表面を洗浄し、血液を吸
引し、切開中または焼灼中に電極鉗子や周辺組織に付着した焼灼片を洗浄または除去する
ことが可能となる。本発明の内視鏡用カテーテルはまた、上記機能に加えて、切開、焼灼
、凝固止血、排煙などの機能を発揮することができる。このように、本発明の内視鏡用カ
テーテルは、洗浄、吸引、切開、焼灼、凝固止血、排煙などの多機能を発揮し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の内視鏡用カテーテルの第１実施態様の部分斜視図を示す模式図である。
【図２】本発明の内視鏡用カテーテルの第２実施態様の部分斜視図を示す模式図である。
【図３】本発明の内視鏡用カテーテルと従来の内視鏡との間で流量性能を比較した結果を
示すグラフである。
【図４】本発明の内視鏡用カテーテルの圧力と流量との関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１に示す本発明の第１実施態様のカテーテル１は、遠位端の先端近傍に孔２を備え、
該孔は、該カテーテルの内径よりも小さい直径を有し、複数存在する。
【００１６】
　本明細書において、カテーテルとは、医療分野において用いられる中空の柔らかい管で
あって、消化管や尿管などの管腔、腹腔内などに挿入し、洗浄液や体液の吸引、薬液や造
影剤などの注入に用いられる医療器具をいう。
【００１７】
　対象となる管腔臓器としては、特に限定されないが、気管支、食道、胃、小腸、大腸、
膣、膀胱、胸腔、腹腔などが挙げられる。
【００１８】
　本発明のカテーテルは、遠位端を有する遠位端部、近位端を有する近位端部、および該
遠位端部と該近位端部との間に介在する導管部からなる。各部は、一体成形されていても
よく、適宜継手で接続されていてもよい。
【００１９】
　本明細書において、内視鏡とは、医療用の内視鏡をいう。内視鏡には、体内へ挿入する
部分が曲がる軟性内視鏡と、曲がらない硬性内視鏡とがある。硬性内視鏡は、筒の両端に
レンズがついたシンプルな構造を有する。硬性内視鏡としては、例えば、膀胱鏡、胸腔鏡
、腹腔鏡が挙げられる。軟性内視鏡は、柔軟であり、内蔵する観察光学系として、グラス
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ファイバーを用いたものと、ＣＣＤを用いたものとがある。また、照明光学系として、体
外の近位端側に光源を備え、導管部内を光ファイバーで光を導いて遠位端側から照射する
ものが一般的である。また、ＬＥＤを内視鏡遠位端に内蔵したタイプもある。軟性内視鏡
としては、例えば、気管支鏡、上部消化管（胃など）内視鏡、小腸内視鏡、大腸内視鏡が
挙げられる。内視鏡は、一般的に、これらの光学系とは別に処置具チャンネル（サブルー
メン）を有する。このチャンネルを介し、気体や液体の注入や吸引、専用デバイスによる
処置（把持、切断・穿刺など）などが可能である。また、近位端側の操作で内視鏡の遠位
端の向きを自在に変更可能である。目的の管腔に応じて適切なサイズの内視鏡が選択され
る。
【００２０】
　本発明のカテーテルは、このような内視鏡の処置具チャンネルに挿入可能な外径を有し
ている。処置具チャンネルの内径は、通常約１～４ｍｍである。したがって、本発明のカ
テーテルの外径は、１～４ｍｍ未満であり得る。
【００２１】
　本発明のカテーテルの長さは、内視鏡の処置具チャンネルに挿入して用いる場合に、カ
テーテル遠位端を処置具チャンネルから管腔内に突出（または露出）させて、処置・操作
を行うために十分な長さであればよく、通常、内視鏡用の処置具に延設されているワイヤ
ー類と同等であり得る。
【００２２】
　本発明のカテーテルの壁厚は、カテーテル遠位端を、処置具チャンネルを介して内視鏡
の先端に送達しそして管腔内に突出（または露出）させることが可能な可撓性および強度
を有する限り、特に限定されない。好ましくは、０．３ｍｍ以下である。
【００２３】
　本発明のカテーテルの素材は、カテーテル遠位端を、処置具チャンネルを介して内視鏡
の先端に送達しそして管腔内に突出（または露出）させることが可能な可撓性、強度、低
摩擦性および必要に応じて絶縁性を有する限り、特に限定されない。このような素材とし
ては、例えば、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル、ポリウレタン、ポリアミ
ド、シリコーン樹脂、ＰＴＦＥ、ＰＦＡ、ポリプロピレン、ナイロン、ポリエーテルエー
テルケトン（ＰＥＥＫ）、ＰＯＭなどの軟質樹脂が挙げられる。これらの素材は単独で用
いてもよく、他の素材と組み合わせて用いてもよい。
【００２４】
　本発明のカテーテルの断面の形状は、中空である限り、特に限定されないが、中空の同
心円形が好ましい。
【００２５】
　本発明のカテーテルの遠位端の先端形状は、特に制限されない。平面であってもよく、
丸く突出していてもよい。
【００２６】
　本発明のカテーテルの遠位端の先端近傍の形状は、特に制限されないが、好ましくは円
柱形状である。
【００２７】
　先端近傍とは、遠位端の先端から５０ｍｍ以内、好ましくは１０ｍｍ以内の遠位端部を
いう。
【００２８】
　本発明のカテーテルは、遠位端の先端近傍に孔を備え、該孔は、該カテーテルの内径よ
りも小さい直径を有し、複数存在する。
【００２９】
　孔の形状は、特に制限されないが、好ましくは円形または楕円形である。
【００３０】
　孔の直径は、好ましくは０．２ｍｍ以上、より好ましくは０．３ｍｍ以上であり、好ま
しくは０．６ｍｍ以下、より好ましくは０．５ｍｍ以下である。吸引の際に組織を巻き込
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まない点、および洗浄の際に洗浄水を管腔表面の広範囲に勢いよく吐出できる点で、孔の
直径は小さいことが好ましい。
【００３１】
　孔の数は、特に制限されないが、好ましくは１５以上、より好ましくは２０以上であり
、好ましくは５０以下、より好ましくは３０以下である。
【００３２】
　孔の数は、遠位端の先端近傍が円柱形状を有する場合、円柱形状の外周に沿って１周あ
たり、好ましくは３～１２個であり、より好ましくは８個である。
【００３３】
　孔は、数周にわたって設けてもよく、好ましくは２～４周である。
【００３４】
　孔の配置は特に制限されない。孔を多数配置する場合、孔間を同じ距離にしてもよく、
異なる距離にしてもよい。例えば、格子状あるいはらせん状に配置してもよく、ランダム
に配置してもよい。
【００３５】
　好ましくは、１周同数の孔が長手方向に直線状に並ぶように配置する。あるいは、１周
同数の孔が隣り合う１周同数の孔と１周毎に外周に沿って所定の角度ずれるように配置す
る。１周同数の孔が長手方向に直線状に並んだ配置は、同方向に吐出できるので、例えば
、強力な洗浄力をもたらす。１周同数の孔が隣り合う１周同数の孔と１周毎に外周に沿っ
て所定の角度ずれた配置は、異方向に吐出できるので、例えば、薬剤を万遍なく散布する
のに役立つ。例えば、外周に沿って１周あたり８個の孔を３周設け、１周毎に外周に沿っ
て１５°ずれた配置は、２４方向に吐出できる。
【００３６】
　本発明のカテーテルの近位端は、必要に応じて、吐出または吸引手段を介して、それぞ
れ洗浄水供給源または排液受に接続している。
【００３７】
　本発明のカテーテルでは、洗浄水は、近位端側の吐出手段により、洗浄水供給源から導
管部内を通り、遠位端の先端近傍の孔を経由して管腔表面に吐出される。管腔表面の血液
などの体液、管腔表面を洗浄した廃液、または高周波電極による切開や焼灼に伴う発煙は
、近位端側の吸引手段により、遠位端の先端近傍の孔から吸引され、導管部内を通り、近
位端側の排液受に送られる。吐出手段と吸引手段は近位端側の操作で適宜切り替えられ、
内視鏡で管腔表面をモニターしながら操作可能である。
【００３８】
　カテーテルの流量性能は特に制限されない。吐出流量性能としては、好ましくは１５０
～６００ｍＬ／分、より好ましくは２５０～４５０ｍＬ／分である。吸引流量性能として
は、好ましくは１００～４００ｍＬ／分、より好ましくは２００～３００ｍＬ／分である
。
【００３９】
　図２に示す本発明の第２実施態様のカテーテル１１は、遠位端の先端近傍に孔１２を備
え、エネルギー素子１３をさらに備える。
【００４０】
　エネルギー素子は、例えば、高周波電流、ラジオ波、マイクロ波、超音波、レーザー光
などを発する。好ましくは、高周波電流を発する高周波電極である。図２のエネルギー素
子１３は高周波電極（モノポーラ電極）である。
【００４１】
　エネルギー素子は、導管部内に設けられた導線を介して、カテーテル近位端で、エネル
ギー源に接続している。導線としては、例えば、高周波電流では１本の電線を用い、ラジ
オ波およびマイクロ波では同軸ケーブルを用い、超音波では２本の電線を用い、レーザー
光ではグラスファイバーを用いる。
【００４２】
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　エネルギー素子は、カテーテル遠位端から突出するように可動的に備えられていてもよ
い。可動距離は特に制限されないが、好ましくは３～６ｍｍである。
【００４３】
　高周波電極の形状は、特に制限されないが、好ましくはボール型、スパチュラ（へら）
型、針型、フック（かぎ状の針）型または扇型（しゃもじ型）である。
【００４４】
　本発明のカテーテルでは、例えば、遠位端の先端近傍の高周波電極を内視鏡でモニター
しながら、管腔表面に押し付けることにより、その部位を切開、焼灼または凝固止血する
ことができる。本発明のカテーテルは、エネルギー素子を可動的に備えることにより、切
開、焼灼または凝固止血のための操作性を向上することができる。切開や焼灼時の発煙は
、上述のように、吸引手段により吸引除去できる。従来のカテーテルは、カメラの視線方
向しか水（洗浄液）を吐出できなかったが、本発明のカテーテルは、カメラの視線方向だ
けでなく、視線方向に対して直角の方向にも水（洗浄液）を吐出でき、カメラ周辺の洗浄
が可能である。さらに、吸引孔が複数存在するため、組織誤吸引による閉塞の問題を回避
できる。
【実施例】
【００４５】
　（カテーテルの作製）
　３つのカテーテルを作製した。いずれもポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）製の
遠位端部とステンレス（ＳＵＳ）製の継手とＰＦＡ製の導管部／近位端部とからなる。遠
位端の先端近傍は、外径２．５ｍｍ、壁厚０．２５ｍｍの円柱形状であり、遠位端の先端
から長手方向２０ｍｍの範囲内に孔径０．４ｍｍの孔を複数設けた。外周に沿って１周あ
たり６個の孔を４周設けたもの（４×６：２４孔：実施例１）、外周に沿って１周あたり
８個の孔を３周設けたもの（３×８：２４孔）を作製した。３×８孔のカテーテルの１つ
は、１周あたり８個の孔が長手方向に直線状に並ぶように作製し（実施例２）、他の１つ
は、１周８あたり個の孔が隣り合う１周あたり８個の孔と１周毎に外周に沿って１５°ず
れるように作製した（実施例３）。
【００４６】
　（流量性能の評価）
　実施例１のカテーテルと従来の内視鏡との間で流量性能の比較を行った。一定の圧力（
５０ｋＰａ）でカテーテルの近位端または従来の内視鏡ジェットの給水口に５００ｍＬの
生理食塩水を供給し、カテーテルの遠位端の先端近傍の孔または従来の内視鏡ジェットの
吐出口から生理食塩水を吐出し、すべての生理食塩水を吐出するのに要した時間を比較し
た（吐出試験）。カテーテルの遠位端または従来の内視鏡の鉗子口（φ３．２ｍｍ）を５
００ｍＬの生理食塩水に漬け、一定の圧力（－５０ｋＰａ）でカテーテルの遠位端の先端
近傍の孔または従来の内視鏡の鉗子口から生理食塩水を吸引し、すべての生理食塩水を吸
引するのに要した時間を比較した（吸引試験）。吐出試験および吸引試験の結果をそれぞ
れ図３（Ａ）および図３（Ｂ）に示す。
【００４７】
　図３より明らかなように、実施例１のカテーテルは、従来の内視鏡ジェットより大きい
吐出流量および実用的な吸引流量を実現できることがわかった。
【００４８】
　（圧力と流量の関係）
　次いで、実施例１～３のカテーテルの吐出試験および吸引試験において、吐出圧力と吐
出流量との関係、および吸引圧力と吸引流量との関係を調べた。吐出試験は、一定の圧力
でカテーテルの近位端に５００ｍＬの生理食塩水を供給し、カテーテルの遠位端の先端近
傍の孔から生理食塩水を吐出し、種々の圧力における１分あたりの吐出流量（ｍＬ／ｍｉ
ｎ）を測定した。吸引試験は、カテーテルの遠位端を５００ｍＬの生理食塩水に漬け、一
定の圧力でカテーテルの遠位端の先端近傍の孔から生理食塩水を吸引し、種々の圧力にお
ける１分あたりの吸引流量（ｍＬ／ｍｉｎ）を測定した。吐出試験および吸引試験の結果
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をそれぞれ図４に示す。
【００４９】
　図４より明らかなように、吐出圧力と吐出流量との関係、および吸引圧力と吸引流量と
の関係はほぼ直線的になり、調べた１５０～４００ｍＬ／分の範囲内では、実用的な吐出
流量および吸引流量を実現できることがわかった。なお、図４の１～３はそれぞれ実施例
１～３のカテーテルである。
【００５０】
　（安全性の検証）
　従来の吸引器具では、吸引時に臓器の吸いだこや組織の誤吸引が見られるのに対して、
実施例１～３のカテーテルでは、臓器の吸いだこや組織の誤吸引は見られなかった。これ
らより、本発明のカテーテルは、従来の吸引器具に比べて安全性が高いといえる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明の内視鏡用カテーテルは、遠位端の先端近傍に備えられた、カテーテルの内径よ
りも小さい直径を有する複数の孔を通して、処置対象となる管腔表面を洗浄し、血液を吸
引し、切開中または焼灼中に電極鉗子や周辺組織に付着した焼灼片を洗浄または除去する
ことが可能となる。本発明の内視鏡用カテーテルはまた、上記機能に加えて、切開、焼灼
、凝固止血、排煙などの機能を発揮することができる。このように、本発明の内視鏡用カ
テーテルは、洗浄、吸引、切開、焼灼、凝固止血、排煙などの多機能を発揮し得る。本発
明は、従来複数の器具がそれぞれ有していた機能を１本のカテーテルに集約した多機能機
器であり、手術の途中で器具を入れ替える必要がなくなるため、術者の負担軽減および手
術時間の短縮に寄与する。
【符号の説明】
【００５２】
　１　　　カテーテル
　２　　　孔
　１１　　カテーテル
　１２　　孔
　１３　　エネルギー素子
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